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総
会
の
終
了
後
、
午
後
４
時

か
ら
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
の
宴
会
場

で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
来
賓
を

含
む
60
余
名
が
出
席
し
た
。

　

司
会
は
亀
島
延
昌
総
務
部

長
。
福
長
德
治
副
会
長
の
開
会

挨
拶
、
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
来
賓
各
位
の
紹
介

が
行
わ
れ
た
。
の
ち
全
国
生
活

衛
生
同
業
組
合
中
央
会
の
伊
東

明
彦
専
務
理
事
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
長
田
浩
志
常
務
取
締

役
が
祝
辞
を
述
べ
、
日
本
音
楽

著
作
権
協
会
の
増
田
裕
一
常
務

理
事
の
発
声
で
乾
杯
し
た
。

　

歓
談
中
、
福
岡
県
の
杉
元
美

智
代
理
事
長
が
10
月
27
日

（
月
）
に
開
催
さ
れ
る
全
国
社

交
飲
食
業
代
表
者
福
岡
大
会
に

つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
各
県
の

参
加
を
呼
び
掛
け
た
。
懇
親
会

は
伊
添
一
成
副
会
長
の
閉
会
挨

拶
に
よ
り
終
了
し
た
。

６
年
度
比　

２
％
台
の
減

登
録
人
数
は 

約
１・7
万
人

　

全
社
連
の
令
和
７
年
度
登
録

人
数
（
組
合
員
数
）
は
１
万
６

９
９
７
人
で
、
前
年
度
よ
り
４

６
３
人
（
２
・
65
％
） 

減
少
し

た
。
新
規
加
入
者
は
１
２
０
０

人
余
り
い
た
が
、
退
会
者
が
１

６
０
０
人
余
り
い
た
。

　

傘
下
の
38
都
道
府
県
組
合

中
、
21
県
が
登
録
人
数
を
減
ら

し
９
県
が
増
や
し
た
。
20
人
以

上
減
っ
た
の
は
９
県
、
こ
の
う

ち
40
人
以
上
減
少
し
た
の
は
６

県
だ
っ
た
。

　

増
加
し
た
県
で
は
長
野
が
82

人
増
と
最
多
で
、
広
島
が
37
人

増
、
青
森
が
32
人
増
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
３
県
は
６
年
度
に
厚
生

労
働
省
か
ら
補
助
金
を
受
け
、

組
合
の
組
織
強
化
や
加
入
促
進

等
に
取
り
組
ん
だ
。

　

登
録
数
上
位
５
県
は
沖
縄
、

東
京
、北
海
道
、
大
阪
、
福
岡
。

　

当
日
は
定
数
38
の
う
ち
出
席

理
事
が
31
に
達
し
、
司
会
の
亀

島
延
昌
総
務
部
長
が
総
会
の
成

立
を
告
げ
た
。
開
会
の
辞
で
は

福
長
德
治
副
会
長
が
「
本
日
は

慎
重
な
審
議
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
中
島
ヒ

ロ
子
会
長
が
「
組
織
拡
大
・
基

盤
強
化
に
向
け
て
は
、
皆
さ
ん

の
お
力
を
お
借
り
し
団
結
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
全
社

連
を
お
支
え
頂
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

　

こ
の
後
、
厚
生
労
働
省
健
康

・
生
活
衛
生
局
の
諏
訪
克
之
生

活
衛
生
課
長
の
祝
辞
を
藤
本
昭

彦
課
長
補
佐
が
代
読
。
警
察
庁

生
活
安
全
局
保
安
課
の
松
澤
忍

　

全
社
連
の
令
和
７
年
度
通
常
総
会
は
６
月
30
日
午
後
２
時
30
分
か
ら
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で

開
催
さ
れ
た
。
令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
上
程
さ
れ
た
11
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。
役

員
改
選
で
は
第
31
期
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
会
長
に
は
中
島
ヒ
ロ
子
氏
（
熊
本
）
が
再
任
さ

れ
た
。
理
事
会
で
は
副
会
長
６
名
が
再
任
さ
れ
新
執
行
部
三
役
も
決
ま
っ
た
。
中
島
体
制
は
２

期
目
に
入
り
、
引
き
続
き
組
織
拡
大
や
基
盤
強
化
に
取
り
組
む
（
２
面
に
関
連
記
事
）。

　

生
衛
組
合
連
合
会
初
の
女
性

会
長
誕
生
か
ら
２
年
。
中
島
ヒ

ロ
子
氏
が
全
社
連
総
会
で
会
長

に
再
任
さ
れ
た
。

　

中
島
会
長
は
選
任
後
、「
１

期
目
は
皆
様
方
の
ご
協
力
の

下
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
２
期
目
も
ご
承
認

を
頂
き
、
大
役
を
仰
せ
つ
か
り

重
責
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
業
界
発
展
に
努

め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

ま
た
懇
親
会
の
挨
拶
で
は
、

２
期
目
に
向
け
て
「
皆
様
と

一
丸
と
な
り
組
織
拡
大
、
基

盤
強
化
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
ご
来
賓

の
）
皆
様
方
に
も
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
述
べ
、
大
き
な
拍
手

を
浴
び
た
。

　

総
会
開
会
時
の
挨
拶
で
は

令
和
６
年
度
税
制
改
正
で
実

現
し
た
、
交
際
費
課
税
か
ら

除
外
さ
れ
る
飲
食
費
の
限
度

額
拡
大
の
周
知
に
つ
い
て

「
今
年
度
も
こ
の
取
り
組
み

を
展
開
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

発
信
し
て
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
売
上
ア
ッ

プ
に
繋
げ
て
頂
き
た
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

課
長
補
佐
か
ら
は
風
俗
営
業
の

許
可
・
処
分
件
数
、
警
察
庁
刑

事
局
組
織
犯
罪
対
策
部
組
織
犯

罪
対
策
第
一
課
の
朝
長
伸
太
郎

課
長
補
佐
か
ら
は
暴
力
団
排
除

対
策
と
し
て
、
み
か
じ
め
料
の

事
例
に
つ
い
て
の
報
告
も
行
わ

れ
た
。

　

来
賓
退
席
後
、
中
島
会
長
を

議
長
に
議
案
審
議
に
入
り
、
議

案
の
読
み
上
げ
や
報
告
は
伊
藤

素
近
専
務
理
事
や
佐
藤
吉
昭
経

理
部
長
な
ど
が
行
っ
た
。
先
ず

第
１
号
議
案
（
以
下
は
❶
の
よ

う
に
表
記
）
令
和
６
年
度
事
業

経
過
報
告
❷
同
収
支
決
算
報
告

❸
同
剰
余
金
処
分（
案
）❹
同
監

査
報
告
❺
同
生
活
衛
生
関
係
営

業
対
策
事
業
報
告
❻
令
和
６
年

度
（
令
和
５
年
度
補
正
予
算
）

生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業

報
告
―
の
各
議
案
が
一
括
上
程

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

監
査
報
告
は
秋
山
俊
介
監
事
と

八
巻
博
和
監
事
が
行
っ
た
（
３

面
に
関
連
記
事
）。

　

続
い
て
❼
令
和
７
年
度
事
業

計
画（
案
）❽
賦
課
金
及
び
徴
収

方
法（
案
）❾
令
和
７
年
度
収
支

予
算（
案
）�
振
興
指
針
の
随
時

改
正
に
伴
う
振
興
計
画
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
―
の
各
議
案
が

一
括
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
�
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
の
件
と
し
て
、
第
31

期
の
理
事
41
名
、
監
事
２
名
が

選
任
さ
れ
た
（
２
面
に
詳
細
）。

会
長
に
は
令
和
７
年
度
第
１
回

理
事
会
で
選
任
さ
れ
た
中
島
ヒ

ロ
子
氏
（
熊
本
）
が
万
雷
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
総
会
を
第
２
回
理

事
会
に
切
り
替
え
、
第
31
期
の

副
会
長
、
執
行
部
三
役
、
ブ
ロ

ッ
ク
長
な
ど
の
役
員
を
選
任
。

再
び
総
会
に
戻
り
、
最
後
に
伊

添
一
成
副
会
長
が
閉
会
の
辞
で

「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
全

議
案
が
ス
ム
ー
ズ
に
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
、
通

常
総
会
が
終
了
し
た
。

令和７年度の通常総会（右の３氏は来賓）

懇親会で挨拶する中島会長

総会後の懇親会で乾杯する出席者

組織拡大、基盤強化に軸足組織拡大、基盤強化に軸足中
島
会
長
の
再
任
が
決
定

中
島
会
長
の
再
任
が
決
定

２
期
目 「
重
責
を
痛
感
」と
挨
拶

令
和
７
年
度
通
常
総
会
を
開
催

11
議
案
を
承
認
第
31
期
理
事
41
名
、

監
事
２
名
を
選
任

総
会
後
の
懇
親
会
で
親
睦

福
岡
大
会
の
参
加
を
呼
掛
け

全
国
社
交

飲
食
業

組織拡大、基盤強化に軸足組織拡大、基盤強化に軸足
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タ
ー
に
約
８
年

お
り
ま
し
た

（
事
業
振
興
部
長
な
ど
歴
任
）。

そ
の
前
の
平
成
27
、
28
年
頃
、

全
社
連
の
事
務
局
に
お
世
話
に

な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
全

社
連
の
振
興
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
話
し
た
。

　

な
お
事
務
局
を
支
え
て
き
た

田
中
美
恵
子
氏
は
６
月
末
日
付

で
退
職
し
た
。

　

全
社
連
の
令
和
７
年
度
通
常

総
会
で
承
認
さ
れ
た
令
和
６
年

度
事
業
経
過
報
告
（
令
和
６
年

４
月
１
日
〜
令
和
７
年
３
月
31

日
）
の
概
況
は
次
の
通
り
。

　

【
概
況
】

 

令
和
６
年
５
月
23
日
第
１
回

理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
交

代
が
あ
っ
た
岩
手
県
及
び
香
川

県
か
ら
の
推
薦
届
に
よ
り
理
事

会
を
臨
時
総
会
に
切
り
替
え

て
、
岩
手
県
瀬
戸
美
栄
子
氏
、

香
川
県
大
澤
洋
仁
氏
の
両
氏
が

理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

　

全
国
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
（
以
下
全
社

連
と
い
う
）
の
総
会
は
６
月
２

５
日
東
京
都
港
区
の
八
芳
園
で

開
催
さ
れ
た
。
理
事
長
交
代
の

あ
っ
た
宮
城
県
か
ら
は
高
橋
隆

幸
氏
の
推
薦
が
あ
り
、
新
理
事

と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

　

春
の
叙
勲
で
は
、
伊
添
一
成

氏
（
全
社
連
副
会
長
・
沖
縄
県

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
会

長
）
が
旭
日
小
綬
章
を
、
秋
の

叙
勲
で
は
丹
野
健
一
氏
（
山
形

県
会
長
・
前
理
事
長
）
が
旭
日

双
光
章
、
赤
塚
ミ
ツ
子
氏
（
元

新
潟
県
副
理
事
長
）
が
旭
日
単

光
章
を
受
賞
さ
れ
る
と
い
う
慶

事
が
続
い
た
。

　

長
年
要
望
し
て
き
た
交
際
費

生
を
図
り
、
お
客
様
が
安
全
・

安
心
し
て
過
ご
せ
る
治
安
維
持

に
努
め
、
消
費
者
擁
護
並
び
に

業
界
の
社
会
的
地
位
向
上
及
び

業
界
の
発
展
に
努
め
て
い
る
。

理
事
会
で
第
31
期
の
理
事
の
承

認
を
受
け
決
ま
っ
た
も
の
。

　

総
会
翌
日
の
７
月
１
日
に
は

早
速
、
新
体
制
で
正
副
会
長
会

議
を
開
催
。
執
行
部
の
３
名
と

岩
瀬
事
務
局
長
も
出
席
し
た
。

　

▼
基
盤
強
化
対
策
チ
ー
ム
の

新
リ
ー
ダ
ー
に
伊
添
氏

　

６
月
30
日
の
理
事
会
で
は
、

併
せ
て
基
盤
強
化
対
策
チ
ー
ム

の
リ
ー
ダ
ー
に
伊
添
一
成
氏
が

選
任
さ
れ
、
全
社
連
暴
力
団
等

排
除
対
策
協
議
会
（
全
暴
協
）

の
幹
事
長
に
福
長
德
治
氏
が
再

任
さ
れ
た
。

　

▼
８
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
、

委
員
会
人
事
も
決
ま
る

　

ま
た
31
期
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
、

委
員
会
名
簿
が
配
布
さ
れ
承
認

さ
れ
た
（
詳
細
は
次
号
）。

　

６
月
30
日
に
行
わ
れ
た
全
社

連
の
令
和
７
年
度
通
常
総
会
で

は
、
第
31
期
の
役
員
が
決
定
。

役
職
も
決
ま
り
、
全
社
連
は
再

び
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
（
熊
本
）

を
中
心
に
副
会
長
な
ど
が
脇
を

固
め
る
強
固
な
体
制
で
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

副
会
長
に
は
福
長
德
治
氏

（
大
阪
）、伊
添
一
成
氏（
沖
縄
）、

佐
々
木
克
己
氏
（
広
島
）、町
田

宏
之
氏
（
新
潟
）、
安
宅
修
治

氏
（
北
海
道
）、
岸
久
氏
（
東

京
）
の
６
名
が
再
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
執
行
部
三
役
は
、
専
務

理
事
に
新
任
の
岸
久
氏
（
副
会

長
兼
任
）、
総
務
部
長
に
亀
島

延
昌
氏
（
東
京
）、
経
理
部
長

に
新
任
の
佐
藤
孝
一
氏
（
山

形
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
総
会
を
中
断
し
て

行
わ
れ
た
令
和
７
年
度
第
２
回

　

全
社
連
の
事
務
局
長
に
６

月
11
日
付
で
岩
瀬
一
郎
氏

（
67
）
が
着
任
し
た
。
岩
瀬

局
長
は
６
月
13
日
の
全
社
連

・
事
務
局
会
議
で
挨
拶
し

「
５
月
ま
で
全
国
指
導
セ
ン

　

全
社
連
総
会
の
役
員
改
選
で

は
、
任
期
満
了
に
伴
い
第
31
期

の
理
事
41
名
、
監
事
２
名
が
選

任
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
新
理
事
と
し
て
鈴

木
悦
朗
氏
（
福
島
県
）、
土
岐

昌
一
氏
（
愛
知
県
）、
岩
田
和

久
氏
（
高
知
県
）、
中
田
恵
美

子
氏
（
鹿
児
島
県
）
の
４
名
が

選
任
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
新
た

に
各
県
の
理
事
長
に
選
任
さ
れ

て
お
り
、
福
島
の
鈴
木
氏
（
前

会
長
）
は
佐
藤
吉
昭
前
理
事
長

に
替
わ
り
２
度
目
の
理
事
長
就

任
。
ま
た
愛
知
の
土
岐
氏
は
佐

山
義
則
前
理
事
長
か
ら
バ
ト
ン

を
受
け
、
高
知
の
岩
田
氏
（
前

常
任
理
事
）
は
堀
川
重
夫
前
理

事
務
局
日
誌

事
務
局
日
誌

前列左から安宅副会長、町田副会長、伊添副会長、中島
会長、福長副会長、佐々木副会長。後列左から岸副会長
兼専務理事、佐藤経理部長、亀島総務部長

事
務
局
長
に
岩
瀬
一
郎
氏

令
和
６
年
度
事
業
経
過
報
告
の
概
況

損
金
算
入
可

能
な
飲
食
費 

限
度
額
引
上
げ
周
知

課
税
の
「
特
例
措
置
の
延
長
」

及
び
「
飲
食
費
限
度
額
の
引
上

げ
」
が
令
和
６
年
度
税
制
改
正

に
よ
り
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
、
損
金
算
入
が
可
能
と
な
る

飲
食
費
が
５
千
円
か
ら
１
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
業
績
回

復
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
社
交

飲
食
業
界
に
あ
っ
て
は
飲
食
需

要
の
喚
起
を
促
す
も
の
と
し

て
、
年
度
当
初
よ
り
周
知
活
動

に
力
を
注
い
だ
。

　

円
高
、
物
価
高
騰
等
厳
し
い

状
況
が
続
い
た
が
厚
生
労
働
省

は
も
と
よ
り
各
行
政
機
関
の
指

導
の
下
、
衛
生
水
準
の
維
持
向

上
に
努
め
、
地
域
社
会
と
の
共

事
長
の
後
任
、
鹿
児
島
県
の
中

田
氏
（
前
副
理
事
長
）
は
谷
川

麻
奈
美
前
理
事
長
の
後
任
と
し

て
新
理
事
長
に
就
い
た
。

　

以
上
４
名
の
う
ち
欠
席
し
た

鈴
木
氏
を
除
く
３
名
は
全
社
連

総
会
の
選
任
後
に
紹
介
さ
れ
、

挨
拶
し
た
。

　

ま
た
監
事
に
は
新
た
に
佐
々

木
哲
朗
氏
（
宮
城
県
常
務
理

事
）
と
斎
木
辰
也
氏
（
東
京
都

常
務
理
事
）
の
２
名
が
選
任
さ

れ
た
。

鈴木悦朗氏

佐々木哲朗氏

土岐昌一氏

斎木辰也氏
　

４
月
21
日　

警
察
庁
来
訪
。

中
島
会
長
、
伊
藤
専
務
理
事
。

　

４
月
21
日　

執
行
部
会
。
執

行
部
。

　

５
月
14
日　

全
社
連
・
東
京

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
。福
長
副
会
長
。

　

５
月
21
日　

令
和
７
年
度
第

１
回
正
副
会
長
会
議
。
正
副
会

長
、
執
行
部
。

　

５
月
22
日　

第
１
回
理
事
会

・
監
査
会
。

　

５
月
23
日　

厚
生
労
働
省
と

の
意
見
交
換
会
。
中
島
会
長
、

伊
藤
専
務
理
事
。

　

５
月
26
日　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
・
九
州
大
会
。
中
島
会

長
、
町
田
副
会
長
。

　

６
月
13
日　

第
３
回
事
務
局

会
議
（
記
事
４
面
）。

　

６
月
16
日　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
総
会
。
町
田
副
会
長
。

　

６
月
16
日　

田
中
ま
さ
し
参

議
院
議
員
秘
書
来
訪
。
岩
瀬
事

務
局
長
。

　

６
月
18
日　

全
社
連
・
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
総
会
。
町
田

副
会
長
。

　

６
月
18
日　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

東
京
と
総
会
・
懇
親
会
の
打
ち

合
わ
せ
。
岩
瀬
事
務
局
長
、
田

中
事
務
局
員
。

　

６
月
19
日　

プ
レ
ミ
ア
ム
ナ

イ
ト
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
事
務
局
と
の
打
ち
合
わ
せ
。

岩
瀬
事
務
局
長
、
田
中
事
務
局

員
。

　

６
月
20
日　

中
央
会
理
事
会

・
総
会
・
執
行
委
員
会
。
中
島

会
長
。

　

６
月
23
日　

参
議
院
選
挙
公

約
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
。
岩

瀬
事
務
局
長
。

　

６
月
30
日　

令
和
７
年
度
通

常
総
会
・
懇
親
会
▽
第
２
回
理

事
会
。

　

７
月
１
日　

第
２
回
正
副
会

長
会
議
。正
副
会
長
、
執
行
部
。

　

全
社
連
の
第
31
期
（
令
和

７
〜
９
年
度
）
理
事
と
監
事

は
、
令
和
７
年
度
通
常
総
会

で
次
の
通
り
承
認
さ
れ
た

（
敬
称
略
）。

【
理
事
】

北
海
道
＝
安
宅　

修
治

�

佐
藤　

和
年　
　

青
森
県
＝
金
澤
政
次
郎

岩
手
県
＝
瀬
戸
美
栄
子

秋
田
県
＝
品
川　

敬
一

宮
城
県
＝
高
橋　

隆
幸  

山
形
県
＝
佐
藤　

孝
一

福
島
県
＝
鈴
木　

悦
朗

東
京
都
＝
岸　
　

久

�

亀
島　

延
昌　
　

栃
木
県
＝
中
島　

一
男

群
馬
県
＝
白
石　
　

仁

埼
玉
県
＝
西
谷　

眞
也

静
岡
県
＝
小
川　
　

潮

長
野
県
＝
近
藤　
　

洋

新
潟
県
＝
町
田　

宏
之

山
梨
県
＝
村
瀬　

信
成

富
山
県
＝
砺
波　

彰
裕

石
川
県
＝
梅
村　

光
男

福
井
県
＝
後
藤　

和
憲

岐
阜
県
＝
森
田　

淳
子

愛
知
県
＝
土
岐　

昌
一

三
重
県
＝
伊
藤　

素
近

京
都
府
＝
山
岡
景
一
郎

大
阪
府
＝
福
長　

德
治

滋
賀
県
＝
水
長　

秀
行

兵
庫
県
＝
守
岡　

志
郎

広
島
県
＝
佐
々
木
克
己

香
川
県
＝
大
澤　

洋
仁

徳
島
県
＝
柳
本　

真
吾

愛
媛
県
＝
多
田　

晃
弘

高
知
県
＝
岩
田　

和
久

福
岡
県
＝
杉
元
美
智
代

長
崎
県
＝
木
下　

喜
行

大
分
県
＝
佐
藤
昭
次
郎

熊
本
県
＝
中
島
ヒ
ロ
子

�

江
藤　

隆　
　

宮
崎
県
＝
矢
野　

和
昭

鹿
児
島
県
＝
中
田
恵
美
子

沖
縄
県
＝
伊
添　

一
成

�

下
地　

秀
光　
　

【
監
事
】

佐
々
木
哲
朗
（
宮
城
県
）

斎
木　

辰
也
（
東
京
都
）

◇
第
31
期
理
事
及
び
監
事

第第
3131
期
の
役
員
人
事
が
決
定

期
の
役
員
人
事
が
決
定

福長・伊添・佐々木・町田・安宅・岸の各氏

中島会長
支 え る 副会長の６名が再任

専務理事 岸氏が兼任、総務部長 亀島氏、経理部長 佐藤（孝）氏

新
監
事
に
佐
々
木
氏
と
斎
木
氏

新
理
事
は
４
名

理
事

41
名

福
島
、愛
知
、 

高
知
、鹿
児
島

岩田和久氏中田恵美子氏 岩瀬一郎氏
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岸理事長

⑯
東
京
都
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

都
道
府
県
組
合
に

都
道
府
県
組
合
に
フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

組合案内やホームページ刷新へ
補助金事業で加入促進を計画

５月22日に全国生衛会館で開催された理事会

令和７年度第１回の正副会長会議

総
会
上
程
議
案
な　
　
ど

審
議

来
年
の
全
国
大
会
開
催
地　

宮
城
県
に
内
定

７年度第１回理事会
　

全
社
連
の
令
和
７
年

度
第
１
回
理
事
会
が
５

月
22
日
（
木
）
全
国
生

衛
会
館
で
開
か
れ
、
前

一
、
理
事
11

名
の
推
薦
書

を
添
え
て
立

候
補
の
届
け

出
を
行
っ
た

　

全
社
連
の
令

和
７
年
度
第
１

回
正
副
会
長
会

議
が
５
月
21
日

（
水
）
午
後
、

東
京
の
全
国
生

衛
会
館
で
開
催

さ
れ
、
会
長
・

副
会
長
の
６
名

と
執
行
部
２
名

が
出
席
し
た
。

　

今
回
は
、
翌

日
の
第
１
回
理

役
員
な
ど
延
べ

60
人
が
受
講
し

組
織
強
化
や
日

本
公
庫
の
生
衛

融
資
等
の
重
要

性
を
学
ん
だ
。

　

令
和
７
年
度

は
生
活
衛
生
関

係
営
業
対
策
事

業
（
厚
生
労
働

省
の
補
助
金
）

に
取
り
組
む
。

全
社
連
で
対
象

と
な
る
５
組
合

の
１
つ
に
内
定

し
て
お
り
、
組

合
の
組
織
強
化

回
理
事
会
に
続
き
、
６
月
30
日

の
全
社
連
総
会
に
上
程
す
る
議

案
等
が
審
議
、
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
理
事
会
は
出
席
理

事
26
名
、
委
任
状
10
通
で
過
半

数
を
満
た
し
成
立
し
た
。

　

伊
添
副
会
長
の
開
会
挨
拶
、

中
島
会
長
の
挨
拶
の
後
、
中
島

会
長
を
議
長
に
、
審
議
に
入
っ

た
。
司
会
進
行
は
伊
藤
専
務
理

事
が
行
っ
た
。
先
ず
議
事
録
署

名
人
（
安
宅
副
会
長
、
亀
島
常

務
理
事
）
を
選
任
し
た
後
、
令

和
７
年
度
通
常
総
会
の
上
程
案

件
と
し
て
、
令
和
６
年
度
の
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、

剰
余
金
処
分
案
、
監
査
の
件
、

生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業

報
告
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算

・
同
対
策
事
業
報
告
、
令
和
７

年
度
収
支
予
算
案
な
ど
を
審
議

し
た
上
で
承
認
し
た
。

　

ま
た
役
員
改
選
の
件
の
う
ち

任
期
満
了
に
伴
う
会
長
選
は
、

締
め
切
り
の
５
月
20
日
ま
で
に

現
会
長
の
中
島
ヒ
ロ
子
氏
が
唯

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
中
島
氏
の

再
選
が
内
定
。
総
会
で
承
認
を

求
め
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

ま
た
堀
川
総
務
部
長
の
退
任

に
よ
り
空
席
と
な
っ
た
総
務
部

長
に
は
亀
島
延
昌
常
務
理
事

（
東
京
・
専
務
理
事
兼
副
理
事

長
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

令
和
７
年
度
生
活
衛
生
功
労

て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　

昨
年
末
と
今
春
の
２
回
、
全

社
連
と
開
催
し
た
研
修
会
で
は

（
加
入
促
進
）
を
計
画
。
組
合

案
内
冊
子
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
図
る
。
７
年

度
の
全
社
連
登
録
人
数
は
２
０

１
０
人
で
前
年
度
よ
り
１
０
０

人
以
上
減
少
し
た
が
、
同
事
業

に
よ
り
１
５
０
人
の
増
員
を
目

指
し
て
い
る
。

　

岸
理
事
長
は
「
組
合
員
に
は

今
後
も
経
営
の
再
構
築
を
図
る

資
金
と
し
て
、
無
担
保
無
保
証

で
借
り
ら
れ
る
衛
経
、
振
興
貸

付
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き

ま
す
が
、
補
助
金
で
作
る
組
合

案
内
に
も
柱
と
し
て
記
載
し
、

未
加
入
の
事
業
者
に
、
社
交
組

合
に
入
っ
て
も
ら
う
動
機
付
け

と
し
た
い
で
す
」
と
話
す
。

　

全
社
連
で
は
副
会
長
の
岸
理

事
長
が
新
た
に
専
務
理
事
を
兼

任
す
る
こ
と
に
な
り
、
亀
島
延

昌
副
理
事
長
が
総
務
部
長
に
就

任
し
執
行
部
に
入
っ
た
。

　

東
京
都
組
合
は
５
月
の
総
会

で
岸
久
理
事
長
（
60
）
が
再
任

（
２
期
目
）
さ
れ
第
31
期
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
組
合
事
務

所
は
昨
年
末
に
賃
料
負
担
が
大

き
か
っ
た
新
宿
か
ら
銀
座
支
部

の
事
務
所
内
に
移
転
。
令
和
７

年
度
は
事
務
局
も
統
合
し
経
費

削
減
を
図
る
た
め
財
政
状
況
の

改
善
が
見
込
ま
れ
、
組
合
事
業

に
一
層
、
注
力
す
る
。

　

現
在
は
12
支
部
体
制
だ
が
、

門
前
仲
町
な
ど
３
地
域
で
支
部

の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
お
り

既
存
支
部
の
横
の
連
携
も
強
め

者
推
薦
の
件
に
つ
い
て
は
、
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
に
２
名
（
福

井
、
沖
縄
）、
中
央
会
理
事
長

表
彰
は
４
名
（
埼
玉
、三
重
、福

井
、
沖
縄
）
を
推
薦
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。
各
県
組
合
か

ら
は
推
薦
枠
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
国
庫
補
助
金
に
係

る
旅
費
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
の
対
策
事
業

か
ら
交
通
費
の
請
求
に
際
し
、

領
収
書
の
添
付
が
必
要
に
な
っ

た
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た

全
国
大
会
（
10
月
27
日
の
福
岡

大
会
）
に
つ
い
て
、
杉
元
理
事

（
福
岡
県
理
事
長
）
か
ら
説
明

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
来
年

の
全
国
大
会
開
催
地
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
宮
城
県
が
内
定

し
た
。
高
橋
理
事
（
宮
城
県
理

事
長
）
は
「
既
に
週
一
ペ
ー
ス

で
会
議
を
開
い
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。
第
１
回
理
事
会

は
福
長
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で

終
了
し
た
。

事
会
に
提
案
す
る
、
令
和
７
年

度
通
常
総
会
上
程
案
件
を
は
じ

め
、
総
会
の
役
割
分
担
、
令
和

７
年
度
生
活
衛
生
功
労
者
候
補

者
推
薦
の
件
、
そ
の
他
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
同
功
労
者
候
補
者

推
薦
の
件
は
、
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
２
名
、
中
央
会
理
事
長
表

彰
４
名
を
選
定
し
理
事
会
に
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
会
議
に
先
立
ち
、
生
活

衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業
検
討

会
が
同
所
で
開
催
さ
れ
た
。

　

７
月
１
日
に
は
総
会
の
改
選

後
、
初
の
正
副
会
長
会
議
が
開

か
れ
た
。

正
副
会
長
会
議
を
開
催

総
会
の
役
割
分
担
も
話
し
合
う

　

10
月
27
日
（
月
）
に
開
催
さ

れ
る
全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者

福
岡
大
会
は
、
各
都
道
府
県
か

ら
の
参
加
受
付
が
７
月
31
日

（
木
）
に
締
め
切
ら
れ
る
。

　

大
会
は
全
社
連
が
主
催
し
、

福
岡
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
が
主
管
。
福
岡
県
組

合
は
、「
１
人
で
も
多
く
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

式
典
・
大
会
は
同
日
午
後
２

時
30
分
か
ら
福
岡
市
博
多
区
の

福
岡
国
際
会
議
場
（
石
城
町
）

で
開
催
さ
れ
、
功
労
者
へ
の
表

彰
や
全
体
会
議
が
行
わ
れ
る
。

懇
親
会
は
午
後
６
時
か
ら
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
（
下
川
端
）

で
開
催
さ
れ
全
社
連
カ
ラ
オ
ケ

選
手
権
も
行
わ
れ
る
。

　

懇
親
会
費
を
含
む
大
会
参
加

費
は
１
人
１
万
５
０
０
０
円
。

都
道
府
県
組
合
ご
と
に
一
括
し

て
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２

︱
７
２
５
︱
６
７
５
１
）
で
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
に
申
し

込
む
。
大
会
翌
日
（
10
月
28

日
）
の
公
式
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
有
料
）
は
▼
太
宰
府
天
満

宮
・
九
州
国
立
博
物
館
▼
柳
川

下
り
・
北
原
白
秋
生
家
▼
唐
津

・
呼
子
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
。

元気は福岡から…きてくんしゃい！元気は福岡から…きてくんしゃい！

　全国社交飲食業代表者福岡大会の案内パンフ
レットには、大会会長の中島ヒロ子・全社連会
長と大会委員長の杉元美智代・福岡県組合理事
長の連名で挨拶文を掲載した。概略は次の通り。

◇
　薫風さわやかな季節を迎え、皆様におかれま
してはますますご清栄のこととお慶び申し上げ
ます。さて、令和７年度全国社交飲食業代表者
福岡大会はわが九州の表玄関、九州一の都市、
福岡市において開催されます。
　福岡での全国大会は平成13年（２００１年）以
来、24年ぶりとなりますが、九州では平成23年

の熊本大会、令和元年の長崎大会に続き全国の
皆様を九州にお迎えできますことを大変うれし
く思っております。
　福岡は三方を海に囲まれ、文字通り海の幸・
山の幸にも恵まれております。また、全国からの
交通アクセスも大変よいところでございます。
　〝コロナ「過」〜５年 元気は福岡から〟を
合言葉に、全国の皆さまをお迎えすべく、組合
員一同、準備に励んでおります。
　大会が開催されます10月は気候も良い時期で
す。どうぞ一人でも多くの方がご参加ください
ますよう、心よりお待ち申し上げます。

10月27日の全国社交飲食業代表者福岡大会10月27日の全国社交飲食業代表者福岡大会

「
１
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
」

中島 と杉元 が連名で呼び掛け大会
会長

大　会
委員長

監
査
会
を
開
催

秋
山
監
事
と
八
巻
監
事

　

５
月
22
日

は
全
社
連
事

務
所
で
監
査

６
年
度
の
貸

借
対
照
表
及

び
収
支
決
算

会
も
行
わ
れ
、
秋
山
俊
介
監

事
と
八
巻
博
和
監
事
が
令
和

書
、
財
産
目
録
等
を
監
査
し

内
容
を
適
正
と
判
断
し
た
。

各県からの参加を７月末まで受付各県からの参加を７月末まで受付
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（
火
）。
参
加
費
は

無
料
。

　

参
加
店
に
は
９
月

中
旬
に
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
キ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｒ

チ
ラ
シ
、
ス
タ
ン
プ

取
得
用
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な

ど
）
を
配
布
予
定
。

ま
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
設
サ
イ

ト
の
開
設
を
９
月
上
旬
に
予
定

し
て
い
る
。
同
サ
イ
ト
に
は
参

加
店
の
場
所
な
ど
簡
易
情
報
を

無
料
掲
載
で
き
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
見
込
ま
れ

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
全

社
連
の
事
務
局
会
議
が
６
月

13
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
全
国
生
衛
会
館
で
行
わ

れ
、
全
国
38
都
道
府
県
組
合

の
う
ち
22
組
合
の
事
務
局
関

係
者
が
出
席
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
等
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
。

　

司
会
は
亀
島
総
務
部
長
が

務
め
冒
頭
、中
島
会
長
が「
私

達
の
業
界
は
物
価
高
で
大
き

な
影
響
を
受
け
、
価
格
転
嫁

に
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
組
合
員
の
お
店
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
取
り
組
み
を

模
索
し
な
が
ら
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
」と
挨
拶
し
た
。

　

そ
の
後
、
伊
藤
専
務
理
事

が
10
月
と
11
月
に
希
望
す
る

組
合
加
盟
店
で
実
施
す
る
全

社
連
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

「
煌
め
く
夜
に
乾
杯
�
プ
レ

ミ
ア
ム
ナ
イ
ト
デ
ジ
タ
ル
ス

タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
の
概
要
や

ポ
イ
ン
ト
を
説

明
。
▼
県
組
合
等
に
送
付
す

る
募
集
チ
ラ
シ
等
の
書
類
を

全
組
合
員
に
き
ち
ん
と
届
け

て
ほ
し
い
▼
参
加
希
望
店
の

取
り
ま
と
め
は
原
則
、
各
都

道
府
県
組
合
が
行
い
、
７
月

31
日
（
木
）
ま
で
に
一
括
し

て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
務
局

に
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
（
既

定
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
に
参

加
店
の
情
報
を
入
力
）
︱
︱

な
ど
と
説
明
し
た
。

　

出
席
者
と
の
質
疑
応
答
で

は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
仕
組
み

に
関
す
る
も
の
や
「
参
加
を

希
望
す
る
組
合
員
が
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
参
加
可
能
か
？
」
な
ど

の
質
問
が
上
が
っ
た
（
参
加

は
可
能
）。

　

伊
藤
専
務
理
事
は
「
お
客

様
と
の
話
題
づ
く
り
に
も
な

る
取
り
組
み
。
各
県
で
１
店

で
も
多
く
の
参
加
を
お
願
い

し
た
い
。
前
回
は
締
め
切
り

後
に
『
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
』
と
い

う
組
合
員
の
声
を
聞
い
た

が
、
そ
う
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
」
と

周
知
徹
底
へ
の
協
力
を
呼
び

掛
け
た
。

　

■
町
田
副
会
長
が
総
評

　

休
憩
を
挟
み
、
後
半
は
国

庫
補
助
金
に
係
る
旅
費
規
程

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
岩
瀬

事
務
局
長
か
ら
説
明
が
行
わ

れ
た
後
、
最
後
に
町
田
副
会

長
が
総
評
を
述
べ
た
。

　

こ
こ
で
は
組
織
拡
大
が
必

要
な
理
由
や
生
衛
法
は
同
業

者
の
絶
対
多
数
の
た
め
に
あ

る
こ
と
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ

ー
。
全
社
連
が
昨
年
、
全
組

合
員
を
対
象
に
各
県
へ
発
送

　

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
た
改

正
風
営
法
が
５
月
20
日
に
衆
議

院
で
可
決
・
成
立
。
６
月
28
日

に
施
行
さ
れ
た
。

　

社
会
問
題
化
し
て
い
る
悪
質

な
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
へ
の
対
策
を

主
眼
と
し
、
風
営
法
上
の
接
待

飲
食
営
業
へ
の
規
制
を
強
化
し

た
。
無
許
可
営

業
な
ど
悪
質
な

風
俗
営
業
者
に

対
す
る
罰
則
を

大
幅
に
強
化
し

た
点
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

接
待
飲
食
営
業
に
係
る
遵
守

事
項
（
違
反
し
た
場
合
は
営
業

停
止
な
ど
行
政
処
分
の
対
象
と

な
る
）
に
は
、
料
金
の
虚
偽
説

明
の
禁
止
や
注
文
し
て
い
な
い

ド
リ
ン
ク
な
ど
の
提
供
禁
止
、

客
の
恋
愛
感
情
等
に
つ
け
込
ん

だ
飲
食
等
の
要
求
の
禁
止
が
追

加
さ
れ
た
。

　

ま
た
「
売
掛
金
」
そ
の
も
の

は
規
制
対
象
で
は
な
い
が
、
売

掛
金
な
ど
未
払
い
の
飲
食
代
を

支
払
わ
せ
る
目
的
で
客
を
威
迫

し
て
困
惑
さ
せ
る
行
為
、
さ
ら

に
威
迫
や
誘
惑
に
よ
り
売
春
や

性
風
俗
店
で
働
く
こ
と
を
求
め

る
行
為
や
、
性
風
俗
店
が
女
性

の
紹
介
を
受
け
る
見
返
り
に
ホ

ス
ト
や
ス
カ
ウ
ト
に
報
酬
を
支

払
う
「
ス
カ
ウ
ト
バ
ッ
ク
」
を

禁
止
し
、
違
反
し
た
場
合
は
６

カ
月
以
下
の
拘
禁
刑
も
し
く
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

さ
れ
る
。

　

風
俗
営
業
の
無
許
可
営
業
に

対
す
る
罰
金
の
額
は
、
個
人
が

従
来
の
２
０
０
万
円
以
下
か
ら

１
０
０
０
万
円
以
下
へ
、
法
人

が
２
０
０
万
円
以
下
か
ら
３
億

円
以
下
へ
と
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
。
ま
た
親
会
社
等
が
許

可
を
取
り
消
さ
れ
た
法
人
な
ど

を
風
俗
営
業
等
の
許
可
に
係
る

「
欠
格
事
由
」
に
追
加
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
厚
生
労
働
省
補

助
金
の
生
活
衛
生
関
係
営
業
対

策
事
業
（
令
和
６
年
度
補
正
予

算
）
を
活
用
し
て
実
施
す
る
。

補
助
金
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
業
は
令
和
５
年
実
施
の

「
お
も
て
な
し
の
秋
」
以
来
、

２
年
ぶ
り
。
今
回
の
補
助
金
予

定
額
は
２
４
０
０
万
円
。

　

今
回
は
お
客
様
が
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
参
加
店
を
２
店
利
用
し

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
抽
選
に

応
募
で
き
る
の
が
特
徴
。
抽
選

は
期
間
中
、
毎
週
１
回
（
計
９

回
）
実
施
し
、
賞
品
に
は
Ｑ
Ｕ

Ｏ
カ
ー
ド
Ｐ
ａ
ｙ
（
提
携
加
盟

店
で
の
支
払
い
に
使
用
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
）
総
額
８
０

０
万
円
相
当
を
用
意
す
る
。
具

体
的
に
は
抽
選
で
１
等
１
万
円

分
、
２
等
２
０
０
０
円
分
の
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
Ｐ
ａ
ｙ
が
約
４
０

０
０
名
に
贈
ら
れ
る
。

　

参
加
希
望
店
は
地
元
の
都
道

府
県
組
合
又
は
支
部
（
地
域
に

よ
り
異
な
る
）
に
参
加
の
旨
を

伝
え
て
申
し
込
む
。
店
側
の
申

し
込
み
締
め
切
り
は
７
月
22
日

る
効
果
と
し
て
、
全
社
連
は
▼

組
合
員
店
の
売
上
増
加
▼
地
域

経
済
・
活
性
化
へ
の
貢
献
▼
組

合
及
び
参
加
店
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ—

ジ
向
上
︱
︱
を
期
待
。「
年

末
商
戦
・
正
月
商
戦
を
勢
い
づ

け
る
最
大
級
の
販
促
企
画
と
し

て
、
全
組
合
員
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
プ
レ
ミ

ア
ム
ナ
イ
ト
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
事
務
局
＝info@

zensyaren-stamprally.com

全社連キャンペーンのプレミアムナイトデジ
タルスタンプラリー第３回 第３回 事務局会議を開催事務局会議を開催

組合通して参加店を大募集！組合通して参加店を大募集！

無
許
可
営
業
に
厳
罰

改
正
風
営
法
が
施
行

大
阪
府
組
合
の
東
司
丘
興
一
副
理
事
長

章
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　

同
氏
は
平
成
12
年
に
大
阪
府

組
合
の
理
事
に
就
任
。
平
成
22

年
か
ら
は
北
新
地
支
部
長
と
し

て
商
店
街
等
と
連
携

し
地
域
活
性
化
に
努

め
た
。
組
合
副
理
事

長
就
任
時
に
は
専
務

理
事
を
兼
任
、
有
望

な
若
手
後
継
者
を
育

成
し
な
が
ら
組
織
強

化
に
尽
力
し
た
。

　

令
和
７
年
春
の
叙
勲
で
大
阪

府
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
副
理
事
長
の
東
司
丘
（
と

し
お
か
）
興
一
氏
が
旭
日
単
光

春の叙勲 旭日単光章を受章旭日単光章を受章

　

全
社
連
が
今
年
10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
の
２
カ
月
間
、
希
望
す
る
組
合
加
盟
店
で
実
施

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
「
煌
め
く
夜
に
乾
杯
�
プ
レ
ミ
ア
ム
ナ
イ
ト
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」。
各
都
道
府
県
組
合
等
で
は
７
月
22
日
ま
で
参
加
店
の
受
け
付
け
が
行
わ
れ
て
い

る
。
参
加
費
は
無
料
。
全
社
連
は
６
月
中
旬
に
全
組
合
員
向
け
の
募
集
チ
ラ
シ
な
ど
の
書
類

を
各
県
組
合
等
に
送
っ
た
。
参
加
希
望
店
の
情
報
は
各
県
組
合
等
が
取
り
ま
と
め
、
７
月
31

日
（
木
）
ま
で
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
務
局
に
一
括
し
て
申
し
込
む
。

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン 

10
、11
月
の
２
カ
月
実
施

秋
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を
周
知

２
店
回
っ
た

お
客
様
に 

抽
選
で
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
Ｐ
ａ
ｙ 

進　
　
呈

各
県
の
参
加

希
望
店
ま
と
め 「
一
括
申
込
を
」

生
衛
融
資
の
各
県
利
用
状
況
も
共
有

キャンペーンの参加募集チラシ

事務局会議には22県の事務局関係者が出席

し
た
印
刷
物
が
行
き
渡
っ
て

い
な
か
っ
た
県
が
あ
っ
た
こ

と
に
も
言
及
し
た
。

　

無
担
保
・
無
保
証
で
借
り

ら
れ
る
日
本
公
庫
の
生
活
衛

生
改
善
貸
付（
衛
経
）に
つ
い

て
は
、
各
県
の
利
用
状
況
等

を
示
し
た
上
で
「
も
っ
と
多

く
の
方
に
恩
恵
を
届
け
る
必

要
が
あ
る
」と
語
り
、組
合
員

へ
の
普
及
拡
大
の
必
要
性
を

述
べ
た
。ま
た「
令
和
７
年
度

は
全
社
連
を
あ
げ
て
組
織
の

拡
充
に
目
を
向
け
て
い
き
た

い
」
と
し
、
秋
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
業
に
つ
い
て
も
「
非

組
合
員
に
組
合
の
取
り
組
み

を
周
知
す
る
大
き
な
ツ
ー
ル

に
な
る
。
組
織
の
拡
大
、
増

員
に
繋
が
る
材
料
だ
と
思

う
」な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

悪
質
ホ
ス
ト

ク
ラ
ブ
対
策

法
人
は
罰
金

最
大
３
億
円

　

全
社
連
の
８
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
協
議
会
が
総
会
や
大

会
を
開
催
し
た
。
５
月
は
14

日
に
東
京
が
中
央
区
で
、
26

日
に
九
州
が
長
崎
市
で
開

催
。
６
月
は
１
日
に
中
四
国

が
兵
庫
県
、
16
日
に
関
東
が

高
崎
市
、
17
日
に
沖
縄
が
那

覇
市
で
開
催
。
ま
た
18
日
に

東
北
が
天
童
市
、
19
日
に
中

日
本
が
彦
根
市
、
北
海
道
が

岩
見
沢
市
で
開
催
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
福
岡
大
会
の

カ
ラ
オ
ケ
代
表
者
を
決
め
た

ブ
ロ
ッ
ク
も
あ
っ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
総
会 

８
地
区
で
開
催




